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	 講演題目：イネの栽培進化の分子生物学 ― 脱粒するか、しないか、それが問題だ！？

	 講演者名：井澤 毅 上級研究員（農業生物資源研究所）

	講演の概要
本講演は、二つのトピックについて、講演する予定です。
前半は、野生イネで観察されるモミの基部に形成される離層が出穂後に崩壊して、効率的な種子拡散を行う「脱粒性」という形質に関わる遺伝子群の解析を、イネ品種間の自然変異を指標に、我々が同定・単離したイネ離層形成に必須なBellタイプのホメオボックス転写因子をコードするqSH1遺伝子(Konishi et al. 2006)の解析と、その下流で働く遺伝子をLM(laser-microdissection)マイクロアレイ解析で絞り込んでいくアプローチを通して、見えてきたイネの離層形成・崩壊過程に関する新しい知見を紹介します。

後半では、qSH1遺伝子の同定により明らかになってきた、脱粒しにくい系統を古代人が選抜することで栽培稲(Ozyza sativa)という「新しい種」が産まれたといったイネの栽培化現象に関わったであろう遺伝子上のDNA配列の機能的変化(FNP: functional nucleotide polymorphism)を、qSH1だけでなく、イネの種子幅決定に関与し、シンクサイズに寄与するqSW5遺伝子(Shomura et al. 2008)や炊いたコメの味覚に関わる直鎖型澱粉合成酵素であるWx遺伝子のFNPなど、複数の栽培化関連遺伝子のFNPを、イネ在来種のゲノム多型情報と組み合わせることで見えてきた栽培イネの起源に関する新しいモデルを紹介し、また、考古学からの最近の知見との整合性に関して議論し、また、今後、進めて行こうと考えている新しいアプローチに関しても紹介する予定です。
関連文献：
Izawa et al. (2009) Curr Opin Plant Biol. 12:185-192.
Konishi et al. (2008) Plant Cell Physiol. 49:1283-1293.
Izawa (2008) Rice 1:127-134.
Shomura et al. (2008) Nat Genet. 40:1023-1028.
Konishi et al. (2006) Science. 312:1392-1396.

井澤 (2008) 科学. 78:1055-1057.
井澤ら (2007) 蛋白質核酸酵素. 52: 1919-1924.,1925-1930.
井澤 (2007) 植物細胞工学別冊「植物の進化」（清水・長谷部　編）pp. 144-152.
小西ら (2006) 農業と園芸 82, 445-456


